穆邏靈中巧と -- 夕ま浮把 b 、 タイ V - WD 消苗’む讓ず C 


鑛難途聲に難電 K 
琼つな。 


攀電源幕入む、もう -- 藏!藥作黎颖叛が按巧っでくだをい <. 
々 黨源巷ブが…が隨る某で舞 b でくだ tri ふ 
* «强な：ンゴが点おし泉ず々 


h ッ：7ブレー^ h ず球…^ブン F ： F おぶな 
靡药な记轟 i 覇部に醜む為:い 


麵 j 驚の®籍が东をがつ 
乾なみ誦藏穀鑛っ ITU 
讓鍋錄火*が弱<鞭慕 
乙把が鑛暴。 


雖眾 ™ Q ™ ，足尹こルぶ觀髮編こつ I VC 綠鑛载兢醫蠻が茲， 
樹ごーター巧權禮謀1為'、-ぶ6な巧硬も巧衣觀駕£0狡り 
が 3 mrn 黏不のを®舉ご使潑< ださい。 

娘え藏顯ごつい！：トザ PJ S '•!) 


藏。卷絮--1：?灾为が 
違'5。 


馨變じ觀で‘-も、 涼〜お 技^女’™でぶ；わが巽综還塌备が毅む 
燕ず。沫む j ぶい:鱗で掠、通電で巧暴繼會とで迭ない 
塌爲が黯〇讓常。 


炒殺起够韻:接聲符うと 
益;*お技--繁 -- 潑火え!辩 
弱く線藏こ&が®簽。 


雜獄玻を濁など辩吁憂と、麵驟ミ攝麗が Lt が D 、 鏡勸的に火 
力籍つント。 ™ jU す覆場裳が燕り薰ず。ミ黨鷹がでが斋と 
窺麵釣に火'为が强 < なる巧で、をの第幕な[藝羯 < ださい。 


率鷄 1:：；"^ 勢^が周期 
に諭く線 r ) た tK 鑛泉 
乾:!3帮'覆。（クオック劈 

クぶつ"" vk ^ ……碱……1 


泰中获夕 •一 揉。火'.お©::2ン h 巧-いお！産調鑛機能 
が働くた敏、と--夕^が赤<なった〇,消えたりし或ず。 
(.火为 r 3 j 巧場謀を纔;度調節機能が働潑勢™新鑛 
<穂ったり、消えたりし:むす。） 

雜摄った麵茲ど聲罐うと消えでい覆時 P 屬が撥くなり燕す。 


态X 為技™夕 一 理 
に時麵毅棘想巧。調理® 
薄、®が寶が運い。 


眷鍋庭に巽藥が付鑛しで I 、うた t 3 、トジプ:？レ™ h がミちむ 
1： U 萊•挂んか。 

き固やトッつつし-- h のおず、入むをしでご溃潤ください。 


雜使え覆絹避®濁し’でい談すか。(呼 R 12 
傑える識を裳澤しでくだを IA ; 


雜 f 禮がなと思つたを 


43 





















































































































































































































































需瓣變入*搔 fir 藏若 
は聲中 .1 蹟怒げ證。 


電源繁頸^1：も 
驚が等讓。 


使鑛谭に：7 ン®讚が 
it 讓蒸こと鼓 《 豁潑。 


蕊 * 蒜 b ：^ か H 襲幾醉こ 
麵お绞穀が带燕。 


薄--ブン絕 I 葬 ma が资 

幾た水/蒸気が聖面援結 

mr^zttfm^. 


光おンが-^部が結 S 貫 
簽ご把が避覆。 


留動銳鹽暫操温誦作中 
に H 幕録霉し！:够表藏 
襄貼 fiiitiiJ お表あを 
れ毅: U 場薇が®證。 


雜耀識を入'域すると-,内部靈氣部謠の又イツず巧動婚穀 
が b 谦ず。 


雜苯鋒辦顏姆冷鑛锐た兹に、’:7 7ンが懸大約1巧分11垂带 
ずなことが燕り蒸ず^ S 常で絲猪り兼暫ん〇 

ををお鹽纖鱗;廳顏態類鑛龜 as ; 擦譲;難難潑驟鑛戀を帛鑛錢鹽顆懸顆類競黨錢 


馨濟鋒内®葛:冷带す’た攘に游葬7 ：P ンが驟転 I ノでい泉ずが、 
i 裳患炎;わにぶつで炼止潘暴ご.とが鞭 D 聚も 


参鑛競が薄い攫ゃ多曆離、ホ™ n ™ の難驚が虜<ない魏 
あ^探と'韻巧纖鑛にぶっ" C 强鹽（ジ^鹽、舞？^怒 
ず賴）令共瞻遍’（卑ーン轟、本.:ミ™ン觀）が発集ず覆 
ことが霜 D 或す。棠た纖巧とってに振！!齋感じること 
が簽り熏ず。こむ綠鑑为線にぶむ観黨據が簾 ir 璋’遗た: 
敏でち 巽鷄で煤源 D : 燕なん。 

* 難巧を議をずちしたり、麗费麾 U たりすると智がとをることが 

巧 L : 凉9。 

*左'超と^夕^を懐驗に德强0た塌を，講巧穩類によって!ま讚 
類みに共搔臂 i 耳-^ン j 刮斗-三ン j という齊がし東す'が.ご 
れあ據方籍にぶ;つ損が振動ずるたをで巽错でな骇り器なん。 


拳調灑轉に排黨。かを嶺覆水讓氣な怒が體题につ哉水漓 
に為:證ことが寂り燕すので、ぶをんなどでふ吿取っで 
<だをい。 


鑛毅競□か毎薩撥燕誠を離 L .1 込おと.纔護ず遙ことがお 
0戴すが.し揉3く带覆ともとにをどり第す。 


參聲動號聽鮮保觀ま火力巷鹽勤轉に識節し或;皆。火力が0 
(お □) 從に综ごでい藏と證に鏡蒂谦鸯し,でも r 鑛鑛懿 U 
を繫'をし萊がん。留動歡飯を遠中で中止ず覆場含や德 
5歲發燕了 T 瑶權謝よ、ぶ離 1;作パ幕ん離® r 避/スター^ M 
-申^發舞しで運電を現って < だを U 。 



































































































































































































濟》-ブン誦理學、靡擁で’ 
i ^ P 謂輝こ繁教巧费 
I 難気□か每 H が滤韻。 


錐簾の髓などが技-"^夕™の上に醒撥落 B 覆と、鱗闊弊に 
.繁常鷄が强‘顯ことが嚴 D 談す。鷄常で强燕 D 薇趕ん>> 

雜?燕®館為:记が繫微に難ち蒼と，、穀 1商が j に煙が辕凉こと， 
が燕り葬皆。鷄鑽'巧ま擴 D 紫をん。 

觀調選赛纔趣でし蛟'技く巧觀、龍驟巧誦理で夕 -He 
つ1、:た鑛が郎熱'衣れ IT . におし V 祭煙が洁發ごとが載り 
潘す。襲常で撼玻り'患おん。 


す™»ツン1111終7鑛、 
祭-寺':^^讓恭部援 
廳•衆が凌 r . 排気□敎 
辕熱風が出識。 


誰調理終了後.と™夕™かタリ™.:::ツジ觀た據 .— Ft ™ 
夕^と寫餐鑛熟]熱難と™夕™、つ"ダンに il 難し•潔す。（約 
5分！!） 


す--ブ競舉鑛いた怒 
费提難気 a 齊ホ-^ヴンド 

が lift 裳^とが聽據。 


善す™ブン觀掷巧緋懿提に掠煙をに教いを這を:藏簽鑛 
雛織能が入ってい萊すが、鑛など巧調纖鞠が資多量 
な>11が発生した a 截掠®鑛の龍力舉鑛えで鱗舞;□脅 
才^ブンド‘尹’巧際 P 謂なを識れ寇ことが龜每嚴ずが一， 
談擊で掠猿り寡がん。 


レンジド錦 ns 親ん 

/遮懿シぶ尹ム雜谅レンジ;7叫< ^ 
I つ只ン卷ご鑛敲巧嚴禽 J 


馨送儀 ' H 綠た键還懼部が羯れ Tl /馈せんか。 

ク•ダ争ングと…-夕…巧送灌韻 • U ンジこ?…-卜巧)發偉韶荀'逾難 L 
{レ >ジツ^'こな嚴瀑說頭書もをかけごご驚ください。が 

嫌送償魏に鑛などを麗し VC い窠なんか。 

錦為ぶ教兹僖部巧 b 敬り離いでくださが。卜•を R 37 i 


> を : .^37 i 


雜送 i 霞部巧止に':7’芳イ i t ンなど獲とって铅 1荀はで U 萊せんが。 
':? 背イバン芯どのと0でな祠理な蛮えてくな:ない。 (■■4 R 37 ； 


クッ华ンタ技劈敬と 
夕™黨な撼著-"^ブン礙鑛 
mmtbxh . レ:/ジ 
つー ド获 Ih 繁資寫: U。 

/;襄動シぶすム対玻レンジ >〜ド） 
17グン思ご德澡の賴食 j 


馨レンジツ -- ド拴クツ卑ングと-^夕 -- ずべでのピ -- 夕 
とす^プン獄1麗裳雖生^ても釣3货闊膽作1,裳す。 
ずぐにしなジツ…^ドを止辕たい場をなレンジつ^ド r 現 j 4— 
勒谭してください<， 

雜クッ中ング t -- 夕 -- 巧いずれか 031:；-- 夕 -- 審;を掠才 
ブ>巧邏爾齊してい覆とレンジつ-- K 祿比談 D 談なん。 
jI : める韻食强、ンツジ - >-K !• 興 j 耳--を禪してくだ‘ごい。 


離輝がなと思〇た窃 


4監 








































































































































































































































緣繁止が 3 乾:ご!慕ん蘇 
致す C ず證據/墓が残遜。 


炊證 J ： が::)た這!或/^が 
脊扳劈か U 。 


ご綠んが 

熊!ず5、こな'轉付く 


ご'掠んが 
磯 !： tHU 韻: y 。 


麵爾毅停 it す齋。 


握礙遍織が © T 證結资 

鹽施ぅ■品 

驟9帮矯 C 


磯衆巧麗、水巧屋が談ちがってい莱おんか。 

速しくななって<だを U : (;±た 23 J 

眷談く請に米酱遷 UTV 嫌ず;か。 

道截 S な郎 U:、 冬場!ま 'i S 鞋載弘上纔してXださ U 

錐競くと兹にお遷を鑛濁しでい燕なんか。 

お、場を使濁すると: S が鶏む哉ず，； 


擲灑米後にぶく永黎環つで U 戴ずお。充おに永毅趨致妾]: 
いと欺鱗劈の永量が多くな巧棄'ず。 

お米を類いだ超とな、ざる:て.とだて究忿に永扭こ;巷してくだをい< 

修終鑛後にふた瑶•した第莱霞 L ぅでい莱おんか。鐵気が露 
と隸つで落ち’.ご•結んがべちがつ诺泉ず。 

遷曜が鑛7 U たち，ずぐにがた.替謂け、签锥を巧ぐ IjT ： 祟おな 
氷おを幾がしぶ < だ'さい。 

* ぶたをしでおくと巧な，鞍.いたみさん趕かけでか6をたをし 
でください. 


穩蛟飯!';:體をない鍋韻縷うわ、なまんが熊!:た;?いたり、 

こ巧む付悲，輯聲 <箱:む黑哥。（う'帮手®鏡.お*-。*-鍋 
殺ど） 

瞧圍瞧®日閒11瞧 a 括邸〇閒顆111戀議讚; ill 眶議1;議11 

茲止巧鑛を就聚いく起さい。的ぶ12'1 

拳鑛巍米!ま、龍が帮すくな巧談ず。 

蔑り！ 0おで透曙堪謁な.講お:こ--女--がを约しで驚を L / でくだ 

お ; 寬 ;11 醒ミ黨黨镇 ;; 苗 ;:; 强な ;; お ;;;; 當留结おを苗黨留菌聞 ;;; ち ;; 聞 ;;;; 當語 ; おお ;;; ち;;;留證おお 

か こな D がく墻替な、盛むたを茲ん巧 J : に讚し VC 蒸 S すと描え 
られ讓ず。 


禱殼渡發萊ちがえ‘でい繁なんか。 

な穀為::::::ぃ…を镶 i んお巧 M にを巧なて丈]ツブ数を违しく殺:思 
L / C くだをい， 


眷鑛輸 D 靡 S がかをがったり麵歲が展ごてい覆つ号ィパン* 
鑑ま火巧が i 夏くな遜塌读克’韻還た敏、帶熱夥闡斩麗 C なぶ 
莱す。'震を：7芳ィ/む*鑛然證驚奶1霜;にな S ず還霜を婷 
止ず覆®潑が叙3衆ず。 

ぐ適;還がイン） で愿苯る7つ'、りじ/について ："# PJ 2 J 


狼 m 傑棘質、大喪を*蔽拱選く锭隱にぶむ鑛が讀鹽が绩す 
態な0屬ず恶蟲鑛替が猿 D 藻ず。 

广强遍ヴインつで度える‘7うん;じノにっいて H を P , 12 ! 























































































































.. ... な ..‘ い一 .... バ . ....VjW. jSiwAw.WWW. 

作/ \ 茶 jb 潑繁 
に [ ^戸|と表衆を111： 
率™4繁巧蘇で难絲い。 


in 拠锋幕 jbO ) 表衆 
に ripi 若表示 S 於覆 


I ご P と表飛をむ通電が 

擾正豪證。 


.±®操作部辕字'-操作 
が^寒蘇い。 


i ： 離操作 i \"本 ji / 獲表恭 
部媒液晶が黑く毅:攘。 


止離拠作 K 茶然聚鑛 
部懲滚昌が < を壤。 


雜上觀操綠パ毒此杉調理物がを寒こ樣‘れたり.京遮な 
どがが蕭してい衆•話んか。 

謂運潔令漱韵などを歌！:^厳いで<だミ^^い。(,；2；^48 J 

參止菌鑛傅/なんに*な公を霞 u’cu 紫おんが。 

鷄などを惡む辕いでくだごい。 (：± p ,4 aj 

雜卑 ™ 酱讓禪ししでし V 裘皆知が。 

丰觀、す缺じ u : y が ra ぶち哉おさむよさ.。(..み P .48 i 

雜 i : 難操作觀2)®汾±に調鑛織がる’或む棄れた D ， 京 
ミ籍な若がが鑛し1/^莱•接んか。 

調理链ゃ永';菌なぶを歌り駿いでください。 Ir^PAB ■■： 

#[ fjsi と鑛京を nx : 約 10 を萝鄉。寧止し常す。 

雖 J ： ‘聽操鋒 K 毒*化'に調體鱗がを證こ構れた D 、 が避な 
とが約‘鑛 U てい第なんか。 

講理攤や漱葡などを取 D 顧いてください。1.±お聲 J 

參 i ： 簡操帶こ麵など’祭匿いでい衆おんが。 

鑛など骇度む鋭だくだごい。殘を i つ 

雜夺 ™ 載麗葬しし！:い:泉がん棘。 

+…4こ豁3觀じし心を巧で/‘;’な攝;おさわ;が—。麟^^^ R 4 缓 J 

雜禱に指なックを傷プ、手鷄?ぶでい蒸おんか。 

遵讓猿で棘わてください。 

鑛難巧丰™に!禁れでい燕娃んか。 

;|;| 圍圓瞧圍藝麵 II 靈議議麵戀圍議議 ;|;;|;;;; 議 ;;|||| 議議議 |;;;|; ミ ;;; 議 ; 

翁±:織操带パみんに觀卷置 U で U 讓おんた:、 

•物を煎む除いて'くだ >立い。 

參±驢犧作/’なみに調理棚が鮮说に? JD っいて’い聚がんか. 
トジブ；;ブレ…--卜巧苗手入むをしでく ださ \A。 (: iR 38 j 

着 M 黎]碟政±©攝機 U 蓉 Ur い第すか。 

ツザ…^が瞻る 索で 褲 しでく; だを い:： 

雜表宗部谋±に熱い«など卷歷<と液識が黑<な覆こと 
が搔 D 談すが、し綠攻く r 燕觀ず覆ともとにもど D 談す,^ 
衆お識® .とに熬 L 驅をぶ苍鹽巧ないでくだ巧い.： 


鑛驟鑛 n か技醒撥き琴氛酱驟い茲むと.滾議が<も覆こと 
が薇り燕ずが、し接を<ず、蟲ともとに•も公資談ず。 




































































































































































































































































































































：| r ミむ!ま〜二重 Si 
\ L ミ L 重 i 

渡*卷 fc ™ 夕--薇鱗驗 、 mM 

—弱鍊謬::ここ;;:こご;;; 


C を1([：?到 


:::す巧:も;が數::さ紛 :| s ^: 却 j ::; と >: t :::: わ奇:：::::が::が::あお 

miJ 驚攫;線鱗^，^卜〇旅屬:ま潔 
燦1/な:錶、左*燕ピ"™繁©遮議 
窺恶雜燕 C 激!ず蔡<; 


捉，お-槪娘 …〜 が……賴!類语畜な暮; 

ム哀 • 今- 4 グ 3 泉^巧 3 も W 、パ衣: 

cecc : お - wtwV-vSy^ 一 （— 巧 

騷藏ぶ;教瓣装鹿 Jj ; 聲熟; C ; ご;：ご;;こ;; 


鑛:史だをにを:つで U 素ず:： 

錢被みを®巧調理を巧うと表示巧¬ 
が攝铃が鼓り 泉す C 


鑛勺鶴のぶ蔚5謂な場に;如! 了端ぶ 
巧技むがおったり裘聪していおも 
鑛ち鷄巧天ぶ5鑛の愿ぞ i 、 ヴブブ L ノー 
卜に、贊頸や舞むが巧蕭 UC いる， 


歡と蟲撰を；なふに靈理觀がをきご 
招打たもホ猜などが巧鑛し‘ごい、荒: 
，.雜止騷:操結 U 踪 UU に鏡な.怒态歷 LX . 
ている。 

鑛ホ-^を長葬しして U る:； 


! M ICijy ；5赁古韓;的ぶ点晋お进ご；雜遮'報冤:ぶ巧…-にミまここ;がた泉つ 

! M ミ JoJj . ミさ? ix JcJ I ；； - ア'も <，ご!たず 

:患弓盤悠装談若*議議識蠢»ミ!；®啜、部舞みふ…ががおおアい 

!; 弱戀髮 M 謙讓與强靡帶辭靖麗ミ棄；ミづ 


[〇 m\iu 3巧 i --;;;-;---;-;;;-;--;-;;;-;---;-;;;-;--;-; 
どミミおさ1置 si ■: 

鑑谦お織纖顯繊顯 
難'衆 <激巧嚴。 


鑛龜 i の轉類が®ごて;い索を: 


£5 Hi ： 


鑛論痕薪热雍《、燕を j ' 赛’據 な 


黎擊源載废が磬常!4; 
い塌替二 


韩讓鑛麵隱: 


琴 I 廢表飛が法たと选减 "• * ：. 

に-巧、搭…卧广濟、薛-勒、 I 好-謂巧墨巧がおた,巧は进:とーター巧圓を禪も 


こ擇の栽-おが I し 


® 難に謂選‘操趕、入むてくださ IA , 
載ぶ力をでげでご姨拷 <ださ‘しん 


騷疑りや藝獻がお為壌台な載しい 
鱗をご驚入くだをいふ帝民度 i 
釀巽韻や舞れ巧場替读捂學 A お甚 
し'て'ご读用くだ;'さい。 


鑛講遺鞭や皆•滴を殻り溝いでくだ 
をし'、:： 

，雜宝餐為ぶ.莖驗な驗 U 志ぶ.だを: U:,,,,,, 
鑛耳一を釣を抄说 .b ふ巧ないでく 


雜谱こむ巧ふ-巧とつで <ださい 
f •昔泻] 

狐るながない’でくだな U 


鑛鐵ぶ穩:猪を藉 g 

f - を PJ 21 


錢巧鐵い. i: だ CD 疆売為 U; ご違を 
芭ごい。 


、 ikj £ e 1' i ,„ Cij 、鼓进.拉を!み萃ちが出がおまちと""""夕叫。戀お吊ず。 


-夕-…び}‘を帮す。 


P .63 H 


郑留 
















































































































































































































































;;; :講逆或却;;;;; 

籍驗黯導;;;;; 

關顯嵌謗面謂 


娛 飯 

i 殺毅もの 

;;;誦誦诵麵;;; 

最大ミ肖望为 

1ぶ kW 

2,0 kW 

400 VV 

1 . 1 kW 

1 p.skvy 

P ぶ kVV 
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""ス . 

■巧 . 


兜わは團敎でず;:;ぶ丸は鋼な巧難舅ぶ找•お韓:常調愁靡货暖强ぶ:‘ぞ壤な宽場禽が燕り康ず 
極子をみて調節 LX くだを 1 A ; 


贷離をと-…夕…巧中巧にお古えで图 
f •で:.卷入わでからが力を蹲兔にでる。 

還 (1) ににんにくを入た、蚕り扔おる苯で 
啟ホた6午ひを药を辆えて:殺致,トマト 

.2 G 0 C ソ… "7, を顧え馨で瞬巧けし、煮立二ぶ:. 

. 大さじ;;^ b 韻決 : J ••- 姆お j にして好一;日分煮 

.15 Gg 二;をる。 

を（おリ日(お）感大巧めの邏にた.こ補りを水（3''-'4じを.. 
………大を L; U 窗 巧 r も J-- '、，みイバツ…^ミで部と5ご-け. 

. 1片 篇（泉靈にあしで " i 縣が留贾）を聞えを:: 

…ブ.大さじ 2. 茜スバグすィ苍•入れ、.とさ-どきか}ぶこ 

....:.; 巧じ34 ぜながらふき:こな'巧ないように.ミミ 

. がさじ M 娘 i r 牵次:..;!で禅でる，摇でつ東ん 

. み々 でちザって•をて、おがみし残って-い 

. を々 るく b い葉で咏でる。 



;:獄濟が 



魏とう’第を 

お教講雛の接熬 

をん類 

巧どん、すげ..そうをお 


r 醉お..，、•もんを.入むでをでる 

2 -- '! G お(苗んにぶり謁節 

^ 粟梨 

い•■パ':巧…': i 

n 嶺奴 - ' 强から入れる 2〜3舞 


-阵わらか < なるまで语でる 


し ツ """" !■リ L トニで i L リー，ピ- ■ V . ノゴ/妇 

たてがら I ;與炎 i にす.る。 

疆离をん ri て賊め、:次ににんじ/ぃ- 
き'’じをがい•もを.站えこおが古•.も。 
加巧,で B 致次 i に L 、 锦ごうした. 
贸巧:‘;;にしてて G 〜3 G 分煮込技， 

を加えてか常謡だ、召、,た 
魂とうしたを途中むせ體ぜなが 
奇次 r ご] 0 --、.] 5 分煮をむ。 



庐巧ぉお 
た:;巧わ：；^お： 

iiiiiiiil 


■• てこ ：，•-;: ， .•.■•. こ ■■•1 ■：'：'；：'： .， 


>- :■ 二，二 -'，.こ 


. 、， ••■'■ ここ -/:，:. ■ ，，一 ，- 


鄰とち-まで 


ZZ …:…巡 

-想を乂れで煮 


マ… _が硬骑でず。 

が働しVで藻与で現むるごとがお0おす: 






















































































































































































































































































































































































































































































化が 









































































































































し精すを辟を、がろ窺く 


穂すを巧な巧ら娛く 




















































































































































































































































































